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Ｑ１ 遺伝的能力評価のねらい、意義は何ですか？

種豚の生産能力を高めるには、飼養管理の改善と遺伝的能力の向上

（改良）が必要です。

私たちが実際に計測できる能力を、測定値といいます。豚の場合、産子数や増体量などが測

定値として計測できます。測定値は、例えば飼料の内容・給与量、給与方法などの飼養管理や、

気候、産次などのいろいろな環境の影響を受けています。遺伝的能力とは、測定値からこれら

環境の影響を除き、その個体自身が両親から受け継ぎ、産まれながらにして持つ能力のことを

いいます。

豚の生産能力を高めるためには、飼養管理の改善の他に、遺伝的能力の向上（改良）が必要

です。

豚群全体の遺伝的能力を向上させ、生産性をより高めるには、個体ご

との遺伝的能力を評価することが不可欠です。

遺伝的能力評価値は、豚の選抜や淘汰、交配または外部導入する際な

どに利用することができ、豚群の改良、経営の改善や安定のために大

変重要な情報となります。

Ａ １
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Ｑ２ 遺伝的能力評価の仕組みは、どのようになっていますか？

遺伝的能力評価は、①農場におけるデータの測定と血縁情報の整理、

②（社）日本種豚登録協会における測定値と血縁データの収集・整理、

③（独）家畜改良センターにおける遺伝的能力評価の実施、を柱に行わ

れています。

さらに（独）家畜改良センターでは、農場間での血縁関係を構築するための種豚や精液（ブ

リッジ豚※）の提供、新たな評価形質の検討なども行っています。

なお、農場ごとの遺伝的能力評価結果は（社）日本種豚登録協会から提供されます。

提供されたデータと評価結果の取り扱いには、個人情報の保護について十分な配慮がなされ

ています。

※ブリッジ豚とは

信頼性の高い遺伝的能力評価を行うためには、農場間で種豚の血縁関係を結ぶ必要があ

ります。そのためには農場間で種豚や精液の導入や提供を行うことが必要です。この血縁

関係の構築を効率的に行うため、（独）家畜改良センターでは、多様な特徴を有する種豚や

精液の提供を行っています。これらの種豚や精液を総称してブリッジ豚と呼んでいます。

Ａ １

豚遺伝的能力評価のしくみ
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Ｑ３ どうすれば遺伝的能力評価に参加できますか？

遺伝的能力評価には、ランドレース種、大ヨークシャー種、デュロッ

ク種およびバークシャー種の純粋種、またはＦ１生産を行う方で、繁

殖データあるいは産肉データと血縁データを（社）日本種豚登録協会へ

提供できる方であれば、どなたでもすぐに参加できます。

現在、評価にかかる経費は無料です。

ただし、FAXなどのデータ提出にかかる通信費については、ご負担をお願いいたします。

Ａ １

Ａ ２

評 価 報 告 書

繁殖データ
産肉データ
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Ｑ４ 提出するデータの内容と提出方法を教えてください。

提出していただくデータは、繁殖データあるいは産肉データ、血縁

データです。

①繁殖データ：生産頭数、哺育開始頭数、３週時育成頭数、３週時一腹総体重

②産肉データ：体重が約１０５㎏に到達した年月日、その時の体重、背脂肪の厚さ、ロース断面

積（またはロースの深さ）

③血縁データ：個体の識別番号（子豚登記番号や種豚登録番号など）、生年月日、血統（父母）

です。

繁殖や産肉どちらかの参加でも可能です。また、繁殖や産肉のデータの一部が欠けていても

残りの形質の評価が可能です。

データの提出方法は、FAX、インターネット、携帯電話などを選べ

ます。

インターネット等で情報を提供する場合は、農場コードや暗証番号が必要となりますので、

（社）日本種豚登録協会へお問い合わせください。

Ａ １

Ａ ２

インターネット・携帯電話
からの成績の入力

インターネット・携帯電話からデータを送
信するには、次のアドレスにアクセスしてく
ださい。

〈インターネット〉

http : //www.pig-pins.or.jp/i/

〈携帯電話〉

docomo（ｉモード）
http : //www.pig-pins.or.jp/i/
au（EZweb）
http : //www.pig-pins.or.jp/e/
Vodafone（ボーダフォンウェブ）
http : //www.pig-pins.or.jp/j/
いずれもメニュー画面から新育種入力の繁
殖成績または産肉成績を選択して、その後は
画面の指示に従って入力を行い、送信してく
ださい。
※インターネットおよび携帯電話から入力す
る場合には、生産者コード、登録委員コー
ドおよび暗証番号が必要です。詳しくは
（社）日本種豚登録協会にお問い合わせくだ
さい。

FAXによる成績の送付

「新育種 繁殖成績FAX送信用紙」および
「新育種 産肉成績FAX送信用紙」に必要
事項を記入して、以下のFAX番号まで送付
してください。

〈送付先 FAX番号〉

０３－３３７０－７９３７
紛失を防ぐため、下記の時間帯にお願いい

たします。

FAX受付時間

９：００～１７：００（土日祝日は除く）

〈送信データの確認〉

送付いただいたデータは、２日以内にデー
タベースに書き込みその結果をFAXでお返
しします。３日以上経過しても書き込み結果
が返らない場合は、下記にお電話ください。

（社）日本種豚登録協会

０３－３３７０－５４７３
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Ｑ５ 繁殖成績の調査方法について教えてください。

調査対象種豚と調査の内容

現在の調査対象種豚は、種豚登録豚と予備登録豚の雌豚です。純粋種生産、一代雑種生産に

かかわらず、調査対象豚すべてについて、以下の繁殖情報と繁殖成績を調査してください。

繁殖情報

①産次：調査対象種豚（母豚）の分娩回数

※流産の場合は、産次に数えないでください。

正常産子数が０頭の場合でも、分娩があった場合は、産次に数えてください。

②検定期間

（自）：分娩年月日

※分娩が２日間にわたった場合は、分娩を開始した日を記入してください。

（至）：３週時育成頭数をカウントし、子豚の体重を測定した年月日

※育成頭数のカウントと子豚総体重の測定は、できる限り生後３週目に実施するようにして

ください。ただし、ちょうど３週目に実施できなかった場合には、測定した日を正しく記

載してください。

繁殖成績

①生産頭数：正常産子数

※白子、黒子、死産、分娩後哺乳を開始しないで死亡したものは除いてください。

分娩後すぐに里子に出した子豚の数も、分娩した母豚の成績として数えてください。

②哺育開始頭数：哺乳を開始した頭数

※哺乳開始後２４時間以内に里子の出し入れを行った場合

里子を出した場合は、その頭数分、生産頭数より哺育開始頭数が少なくなります。また、

里子を受け入れた場合は、その頭数分、生産頭数より哺育開始頭数が多くなります。

なお、里子の出し入れを哺乳開始後２４時間以降に実施すると、いずれの母豚についても正

しい評価が出来ないおそれがありますのでご注意ください。

③３週時育成頭数：生後３週時に生きている子豚の頭数

④３週時１腹総体重：生後３週時に生きている子豚の１腹あたりの総体重

※個体ごとの体重を測定した場合、合計を計算する必要はありません。成績入力用紙に個体

ごとの体重を記入してください。

里子は、受け入れた母豚の子豚として記入してください。

Ａ １

Ａ ２
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Ｑ６ 産肉成績の調査方法について教えてください。

調査対象種豚と調査の内容

現在の調査対象種豚は、種豚登録豚と予備登録豚の雌豚から生産された、純粋種、一代雑種

すべてです。調査の方法は、豚産肉能力直接検定（現場直接検定）の方法に準じて、次の血統

情報と産肉成績を調査してください。ただし、体重の範囲は９０㎏から１２０㎏までです。

血統情報

①子豚登記豚、一代雑種血統証明豚

品種コードを記入し「２．子豚／Ｆ１」の欄に必要事項を記入してください。

②上記以外の豚

品種コードを記入し「１．調査証明豚」の欄に必要事項を記入してください。

③調査豚血統番号の申し込み方法

子豚登記豚、一代雑種血統証明豚以外の豚については、調査豚血統番号が必要です。申込書

記入例（Ｐ○○・○○参照）に従って申し込んでください。

産肉成績

①測定年月日：測定を実施した年月日

②測定時体重：９０㎏から１２０㎏までの範囲で測定した体重

③背脂肪の厚さ

�スキャンニングスコープ等で実施する場合：体長１／２部位の正中線から２～３㎝離れた部
位で測定してください。測定の単位は㎝です。

�簡易検定用測定器で実施する場合：最後肋骨後端の正中線から６㎝離れた部位で３回測定し
て、平均値を記入してください。測定の単位は㎝です。

④ロース断面積または深さ

�スキャンニングスコープ等で実施する場合（断面積）：体長１／２部位で測定してください。
測定の単位は�です。

�簡易検定用測定器で実施する場合（深さ）：最後肋骨後端の正中線から６㎝離れた部位で３
回測定して、平均値を記入してください。測定の単位は㎝です。

Ａ １

Ａ ２

Ａ ３
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測定部位

測定方法

測定画像の見方 （細部については、両機の取り扱いマニュアルをご利用ください。）

Ｌ＝ロースの深さ
Ｆ＝背脂肪の厚さ

SSC-２１０SEMの場合 Ｐスコープの場合

―９―
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Ｑ７ これまでの検定と何が違うのですか？

遺伝的能力評価は、両親から受け継ぎ、産まれながらにして持つ能力

だけを推定します。

これまでの検定では、測定値をそのまま評価していたため、その結果には、飼養管理や、気

候、産次などのいろいろな環境の影響を含んでいました。

後代に受け継がれるのは遺伝的な能力だけです。たとえ優れた成績が得られても、遺伝的な

能力以外の影響が大きければ、後代に伝えられる遺伝的能力は小さくなります。環境の影響を

全て取り除くことで、産まれながらにして持つ遺伝的能力だけを推定します。

遺伝的能力評価を受け、その結果を農場内での選抜や導入に利用することで、豚群の改良や

経営の改善において、従来より大きな効果を上げることができます。

良い成績も悪い成績も、全て提出してください。

同じ農場内で計測された測定値でも、毎日の気候や産次など、１頭ごとに異なる環境の影響

を受けています。遺伝的能力評価では利用可能な全ての測定値からこれら環境の影響を除き、

その個体自身が両親から受け継ぎ、産まれながらにして持つ能力だけを推定します。

もし特定の良い成績だけ提出した場合は、環境の影響を正しく計算できなくなります。その

ため成績を提出した豚の評価値も、本当の能力がきちんと推定できず、信頼性の低いものとな

り、結果的には農場全体の改良の効率が悪くなってしまいます。

Ａ １

Ａ ２

測定された成績は同じ値ですが、子孫に伝わらな
い環境効果（飼養管理、地域・季節の効果など）
と遺伝的能力の大きさを比較すると、雌豚Ｂの方
が雌豚Ａよりも遺伝的能力が大きいので、雌豚Ｂ
を選べば一層高い改良効果が期待できます。

個体選抜とBLUP法アニマルモデルで選抜
した場合の遺伝的改良量の推移（遺伝率＝
０．３、遺伝的改良量の単位は１表型標準偏差
Belonsky & Kennedy, １９９８）
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Ｑ８ 遺伝的能力評価値は、どのような方法で推定するのですか？

能力評価法の中で最も優れた、BLUP（ブラップ）法アニマルモデル

を使用して、評価値を推定しています。

農場で測定されたデータを用いて遺伝的能力を推定する方法としては、BLUP（Best Linear

Unbiased Prediction：最良線形不偏予測）法があります。BLUP法の中でも最も優れた評価法

であるアニマルモデルは、雄豚だけでなく雌豚を含む全個体の遺伝的能力そのものを推定する

方法です。現在では世界の畜産先進国で、多くの家畜の遺伝的能力評価に、BLUP法アニマル

モデルが採用されています。

BLUP法アニマルモデルは、たくさんの検定データと血縁データを

用いて、様々な環境の影響を補正しながら、個体自身の遺伝的能力を

雌雄同時に求める方法です。

BLUP法アニマルモデルは、以下のような特徴を持っています。

①雄と雌を同時に評価することが出来ます。

②雌豚の能力も推定されるため、交配雌豚の能力に偏りがあっても、雄豚の評価値は影響を受

けません。

③雌雄全個体間の血縁関係が考慮されるため、血縁関係にある全雌豚の記録を評価に用いるこ

とが出来ます。

④繁殖形質については、２産以降の記録も評価に採用されています。

⑤計算量が膨大になることから、高度な計算テクニックを用いたソフトウェアと、高性能なコ

ンピュータが必要となります。

Ａ １

Ａ ２

血縁関係にある の記録が全て評価に使われる
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産次数毎の効果 
交配する雄豚の品種毎の効果 

生涯を通じて影響を 
及ぼす環境的要因 

飼料の内容、 
給与量、豚舎の影響 
など農場毎の 
飼養管理の効果 各地域の季節的な 

温度差など立地毎の効果 
その他の要因 

産次 
交配品種 

飼養管理 

地域・季節 その他 

恒久的環境効果 

遺伝的能力（育種価） 
両親から受け継いだ 

生まれながらに持つ能力 

アニマルモデルでは、測定値から様々な要因の影響を除き、遺伝的能

力の部分だけを取り出します。

①３週時一腹総体重を例にあげると、体重計で測定された値には、母豚の遺伝的能力の他に、

飼養管理、分娩時の季節、農場のある地域、産次などの環境の影響を受けています。そのた

め、得られた記録から環境の影響を差し引いて、遺伝的能力を推定します。

②雌雄全個体間の血縁を評価に利用し、多くの血縁情報を用いることにより、評価値の正確性

が高まります。

Ａ ３

アニマル
モデル�

遺
伝
的

能
力

飼
養管

理

季
節

産
次季

節
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Ｑ９ 遺伝的能力は、どのようにして表されるのですか？

個体の遺伝的能力を育種価と呼んでいます。

家畜の改良のためには、個体の遺伝的能力をできるだけ正確に推定し、選抜・淘汰を行うこ

とが重要です。個体の遺伝的能力を育種価といいますが、能力評価で得られる値は、育種価の

推定値となります。

父豚の遺伝的能力と母豚の遺伝的能力の半分ずつが子豚に伝わります。

評価値として返される育種価は、その個体の持つ遺伝的能力そのものを表し、平均的には育

種価の推定値の半分が後代に伝わります。そのため、父豚の育種価と母豚の育種価の半分ずつ

を合計したものが、期待される子豚の育種価になります。

しかし、後代への遺伝については多くの遺伝子が同時に関係しており、また、遺伝的能力以

外の様々な環境の影響を受けるため、必ずしも育種価のきっちり半分が後代に伝わるわけでは

ありません。

そのため子供は、全体としては両親に似ますが、各形質ごとについて両親と比較すると、あ

る形質は父に似たり、別の形質は母に似たりと、遺伝的なバラつきが生じるのです。同じ両親

から産まれた同腹の子豚でも、少しずつ能力がバラつくのはそのためです。

育種価の推定値は、基準と比較した数字で表示されます。

一般に育種価は、ある基準点をゼロとして、それと比較した場合の差についてプラス、マイ

ナスが付いた数値で示します。例えば、農場内の全個体のDG平均をゼロとすると、それより

２０ｇ優れている場合は＋２０ｇのように表現されます。

Ａ １

Ａ ２

Ａ ３

父豚 DG＋２０ｇ

子豚

DG＋１０ｇ
母豚

平均的なDG
（２０＋１０）÷２＝１５ｇ

子豚の平均的な遺伝的能力は両親から半分ずつ伝わった能力の和
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Ｑ１０ 評価報告書の用語について教えてください。

遺伝的能力評価の結果は、各農場ごとに報告書で返されます。用語の

説明は以下の通りです。

①農場コード

（社）日本種豚登録協会に登録されている農場名（生産者）コード、所有者名および場所在地

を表示しています。

②品種

この農場で今年度提出されたデータの、品種別の頭数と全国の頭数を表示しています。

③農場平均

この農場で今年度提出されたデータの、形質別の測定値および育種価の平均値を表示してい

ます。なお、繁殖形質の産次数についても同様に、最新の産次数の平均値を表示しています。

④～⑥評価形質

遺伝的能力評価形質別の測定値と育種価の平均値を表示しています。

繁殖形質

④生産頭数

１腹あたりの生産頭数（白子、黒子、死産、生後直死等を除く）で、里子に出した子豚の頭

数も含みます。

⑤３週時育成頭数

生後３週時に生きている子豚の頭数です。

⑥３週時１腹総体重

生後３週時に生きている子豚の１腹あたりの総体重です。

産肉形質

④BF（背脂肪層の厚さ）

測定部位は、スキャンニングスコープ等で実施する場合は、体長１／２部位の正中線から２

～３㎝離れた部位、簡易検定用測定器で実施する場合は、最後肋骨後端の正中線から６㎝離

れた部位です。

⑤EM（ロース断面積または深さ）

測定部位は、スキャンニングスコープ等で実施する場合（断面積）は、体長１／２部位の断

面積、簡易検定用測定器で実施する場合（深さ）は、最後肋骨後端の正中線から６㎝離れた

部位のロースの深さです。

⑥DG（１日平均増体重）

生時体重を０㎏とし、測定体重（９０㎏から１２０㎏までの範囲）を測定時日齢で割り算した値

です。従って、検定開始体重を３０㎏からとしている直接検定や現場直接検定のDGよりも低

い値となります。

⑦昨年の成績

昨年の１月～１２月までにデータ提供された形質別の測定値と育種価の平均値を表示していま

Ａ １
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す。農場における能力の経時的変化を見ることが出来ます。

⑧性

血縁データを利用できることから、本豚の測定データがなくても育種価を推定することが出

来ます。（雄豚の繁殖成績など）

⑨子豚登記番号または個体識別番号

子豚登記番号または（社）日本種豚登録協会が定めた個体識別番号（子豚登記を行っていない

場合）を表示しています。

⑩産次数

評価を行う個体の、最新の評価開始前までに提出された産次の情報を表示しています。

⑪データ数

評価を行う個体の、最新の評価開始前までにデータが提出された回数を表示しています。例

えば、１０産している豚でも測定値を提供したのが７産次、９産次の２回である場合、データ

数は「２」となります。

⑫平均

評価を行う個体の、提供された繁殖形質ごとの測定値（哺育開始頭数、３週時育成頭数、３

週時１腹総体重）の平均値を表示しています。

⑬測定値

評価を行う個体の、提供された産肉形質ごとの測定値（BF、EM、DG）を表示しています。

⑭育種価

個体ごとに農場内での形質別の育種価（遺伝的能力の推定値）を表示しています。このため、

個体ごとの形質別の育種価に、農場平均の形質別の育種価をプラスすると、全国ベースでの

形質別の育種価を算出できます。

⑮信頼度

形質ごとの育種価の確からしさを表示しています。

⑯SPI

最新の評価開始前までに提出された測定値より、（社）日本種豚登録協会の算出方式に準じて

SPI（雌豚繁殖指数）を算出したものを表示しています。複数回データ提供された場合には

その平均値を示しています。

⑰近交係数

個体ごとの近交係数を表示しています。

―１６―
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Ｑ１１ 評価値はどのように利用すればよいのですか？

農場全体の能力が把握でき、農場内の種豚の能力が比較できます。

評価の結果には、農場全体の能力と、種豚ごとの能力が記載されます。農場全体の能力を把

握することによって、具体的な改良の方向性を決めることができます。また、農場内の種豚ご

との能力を比較することによって、個体の能力に応じた交配の組み合わせ、低能力豚の淘汰な

どを効率的に行うことができます。

育種価はそのまま単位を付けて利用します。

各形質の育種価は、それぞれの形質にあわせた単位（頭、㎏、㎝、�、ｇ）で表示されます。
一般に育種価は、ある基準点をゼロとして、それと比較した場合の差についてプラス、マイナ

スが付いた数値で示します。＋の育種価を持つ種豚を交配に利用すると、３週時１腹総体重で

例えた場合「離乳時の子豚を○㎏大きくする」方向に改良する能力を持つということになりま

す。逆に－の育種価を持つ種豚を利用した場合は「離乳時の子豚を○㎏小さくする」ことにな

ります。

従来の検定と比較する参考情報として、繁殖形質の「平均」や産肉形質の「測定値」を持つ

ものについては、あわせて記載しています。

交配する種豚の選定に利用できます。

アニマルモデルでは、雌豚の評価値も雄豚と同一の基準で算出されるため、遺伝的能力評価

値のわかっている雌豚と雄豚の組み合わせにより、そこから産まれる子豚の遺伝的能力や改良

量がどうなるかを事前に予測することができます。平均的には、父豚の育種価と母豚の育種価

の半分ずつを合計したものが、期待される子豚の育種価になります。

このように予測される改良量をもとに交配する種豚を選定すれば、豚群全体の能力を最も効

率的に向上させることができます。

Ａ １

Ａ ２

Ａ ３
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Ｑ１２ 繁殖形質における評価報告書の具体的な利用例について
教えてください。

繁殖形質における評価報告書の数字の見方は以下の通りです。

表１の測定値と育種価は、この農場で今年度、繁殖データが提出された豚の平均値です。こ

の表の育種価は、繁殖形質の評価対象となった全国の豚の形質ごとに平均値を０とした時の、

そこからの能力の差を表しています。例えば、生産頭数の育種価－０．０７とは、全国の生産頭数

の平均と比較して０．０７頭少ない、ということになります。

表２は個体ごとの育種価です。この表の育種価は、この農場の繁殖形質の評価対象となった

豚を品種と形質ごとに平均値を０とした時の、そこからの個体の能力の差を表しています。そ

のため、品種ごとに形質ごとの育種価を直接比較することができます。また、データが提出さ

れた豚については、形質ごとの測定値の平均値を併記しています。なお、繁殖データを持たな

い雄豚や、自身の成績を持たない雌豚について、血縁関係を利用して育種価が算出された場合

は、平均の値は空欄になります。

Ａ １

表１

産 次 数
哺乳開始頭数 ３週時育成頭数 ３週時１腹総体重

測 定 値 育 種 価 測 定 値 育 種 価 測 定 値 育 種 価

農場平均 ４．５ １１．０ －０．０７ １０．７ －０．２０ ５３．９ ０．１１

昨年平均

表２
哺育開始頭数 ３週時哺育頭数 ３週時１腹総体重

№ 平 均 育種価 信頼度 平 均 育種価 信頼度 平 均 育種価 信頼度

１ １２．０ ０．２９ ０．５４ １１．０ ０．１４ ０．５３ ５３．７ －１．１４ ０．６０

２ ９．５ －０．２６ ０．４８ ９．５ －０．０９ ０．４８ ４３．４ －３．６２ ０．５５

３ １０．０ －０．１７ ０．４３ １０．０ ０．０１ ０．４３ ４９．５ －４．０２ ０．５０

４ １２．８ ０．３２ ０．５９ １１．８ ０．１２ ０．５９ ６２．１ １．５２ ０．６４

５ １３．０ ０．２７ ０．５４ １３．０ ０．２３ ０．５４ ６４．７ １．１１ ０．６１

６ １０．０ －０．６３ ０．５５ １０．０ －０．５６ ０．５５ ５７．９ ３．３５ ０．６２

７ １２．０ ０．２７ ０．４９ １２．０ ０．０９ ０．４９ ６７．７ ３．００ ０．５６

８ －０．３１ ０．３５ －０．１２ ０．３５ －２．１７ ０．４１

９ ０．３７ ０．３０ ０．４９ ０．３０ －０．１９ ０．３５

１０
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繁殖形質結果の具体的な利用例は以下の通りです。

この農場では、表１の結果から３週時育成頭数がやや少ないことがわかっています。これを

改善するためには、現在の豚群の中から、３週時育成頭数の育種価が高い豚を選んで使うこと

が重要です。そこで表２の結果を見ると、№１、№４、№５、№７、№９は３週時育成頭数を

増加させる能力がありますので、これらを交配に使います。

ただし、№１と№９は３週時１腹総体重を少なくする能力を同時に持ち、№５と№７は生産

頭数を少なくする能力を同時に持っているので、交配相手に注意する必要があります。つまり、

マイナスの育種価の形質を持つ雌豚には、その形質がプラスの能力を持つ雄豚を交配相手にす

ると良いでしょう。

なお、№２と№８は、ほとんどの形質の育種価が低いことから、農場全体の能力向上のため

には淘汰を検討した方がよいでしょう。

実際の数字を使った交配の期待量

（母豚の育種価＋父豚の育種価）÷２＝期待される子豚の育種価

No.１ No.９ 子豚

生 産 頭 数 （ ０．２９ ＋ ０．３７ ） ÷２＝ ０．３３

３週時育成頭数 （ ０．１４ ＋ ０．４９ ） ÷２＝ ０．３２

３週時１腹総体重 （ －１．１４ ＋ －０．１９ ） ÷２＝－０．６７

Ａ ２

う
ち
は
生
産

頭
数
が
少
な

い
か
ら
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ま
かせと

け
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２
父母の育種価を足して２で割ると子豚の育種価
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Ｑ１３ 産肉形質における評価報告書の具体的な利用例について
教えてください。

産肉形質における評価報告書の数字の見方は以下の通りです。

表３の測定値と育種価は、この農場で今年度、産肉データが提出された豚の平均値です。こ

の表の育種価は、産肉形質の評価対象となった全国の豚の形質ごとに平均値を０とした時の、

そこからの能力の差を表しています。例えば、DGの育種価５．３４とは、全国のDGの平均と比

較して５．３４ｇ大きい、ということになります。

表４は個体ごとの育種価です。この表の育種価は、この農場の産肉形質の評価対象となった

豚を品種と形質ごとに平均値を０とした時の、そこからの個体の能力の差を表しています。そ

のため、品種ごとに形質ごとの育種価を直接比較することができます。また、データが提出さ

れた豚については、形質ごとの測定値を併記しています。なお、自身の成績を持たない豚につ

いて、血縁関係を利用して育種価が算出された場合は、測定値は空欄になります。

Ａ １

表２
ＢＦ ＥＭ ＤＧ

№ 平 均 育種価 信頼度 平 均 育種価 信頼度 平 均 育種価 信頼度

１ ２．１ －０．０７ ０．５９ ２３．７ －２．１３ ０．５９ ４３２ －３６．６２ ０．５７

２ ２．６ ０．０３ ０．５９ ２６．７ －１．８８ ０．５９ ５２４ －２３．５３ ０．５８

３ ２．５ ０．０２ ０．６０ ３５．０ ２．３４ ０．６０ ５４４ －２０．６６ ０．６０

４ ３．１ ０．３３ ０．６２ ３１．５ １．１５ ０．６２ ５６１ －３８．９８ ０．６２

５ ２．３ －０．０１ ０．６２ ２６．２ ２．５５ ０．６２ ７６５ ７８．８７ ０．６２

６ ２．０ ０．２２ ０．５９ ３０．４ １．６０ ０．５９ ７０５ ７２．１０ ０．５９

７ １．７ －０．２７ ０．５９ ３１．６ １．８１ ０．５９ ７００ ７１．２１ ０．５９

８ －０．１０ ０．２７ １．９８ ０．２７ ７７．８９ ０．２７

９ －０．１１ ０．５９ －１．９１ ０．５９ －４９．３３ ０．５９

１０

表１
ＢＦ ＥＭ ＤＧ

測 定 値 育 種 価 測 定 値 育 種 価 測 定 値 育 種 価

農場平均 ２．４ ０．０４ ３０．３ －０．６０ ６２０．５ ５．３４

昨年平均
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産肉形質結果の具体的な利用例は以下の通りです。

この農場では、表３の結果からEMがやや小さいことがわかっています。これを改善するた

めには、現在の豚群の中から、EMの育種価が高い豚を選んで使うことが重要です。そこで表

４の結果を見ると、№３～№８はEMを増大させる能力がありますので、これらを交配に使い

ます。

ただし、№３と№４はDGを少なくする能力を同時に持っているため、EMとDGを同時に

大きくすることを希望するなら№５～№８の活用が効果的です。

またBFについては、№５は現状維持、№６はやや厚く、№７と№８はやや薄くする能力が

あります。現在のBFの農場平均を維持したい場合は、マイナスのBFを持つ雌豚には、プラ

スのBFを持つ雄豚を交配相手にするなどして、バランスよく交配すると良いでしょう。逆に、

薄くしたい場合はマイナスのＢＦを持つ豚どうしの交配、厚くしたい場合はプラスのBFを持

つ豚どうしの交配を心がけましょう。

なお、№１と№９は、EMやDGの育種価がかなり低いことから、農場全体の能力向上のた

めには淘汰を検討した方がよいでしょう。

実際の数字を使った交配の期待量

（母豚の育種価＋父豚の育種価）÷２＝期待される子豚の育種価

No.２ No.５ 子豚

ＢＦ （ ０．０３ ＋ －０．１１） ÷２＝ －０．０４

ＥＭ （ －０．８８ ＋ ２．５５） ÷２＝ ０．８４

ＤＧ （ －２３．５３ ＋ ７８．８７） ÷２＝ ２７．６７

Ａ ２

Ｅ
Ｍ
を
改
良

し
よ
う
�

私
た
ち
は

淘
汰
だ
っ
て

EM ２．５５
DG７８．８７

がんばって�
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Ｑ１４ 外部からの種豚や精液の導入の際に評価値を利用できますか？

外部の種豚の能力を調べるには、（社）日本種豚登録協会の支部または

種豚登録委員にご相談ください。

（社）日本種豚登録協会では、個人情報の保護のため、申請者自身の農場の評価結果のみを提

供しています。希望する育種価（評価値）を持つ種豚や精液を導入したい場合は、（社）日本種

豚登録協会の支部または種豚登録委員にご相談ください。

ただし、ここで提供されるのは全国ベースの育種価ですから、自身の農場の豚と交配した際

の各形質ごとの子豚の育種価は、各形質ごとに以下のように推測することができます。

｛（自農場の平均育種価＋自農場交配予定豚の育種価＋導入予定豚の育種価）÷２｝－自農場の平

均育種価＝子豚の農場内育種価

外部導入の際の育種価の具体的な利用例は以下の通りです。

いまＱ１３で例にあげた農場で、EMの改良を期待して外部導入を検討し、協会支部などから、

ＡとＢの種豚の育種価の情報が提供されたと仮定します。

これをＱ１３表４の№７と交配した場合の子豚の農場内での育種価は、上の子豚の農場内育種

価の推定式にあてはめると、種豚Ａの場合は

ＢＦ：｛（ ０．０４－０．２７＋０．２０）÷２｝－０．０４＝－０．０６

ＥＭ：｛（－０．６０＋１．８１＋３．００）÷２｝＋０．６０＝ ２．７１

ＤＧ：｛（ ５．３４＋７１．２１＋９０．００）÷２｝－５．３４＝７７．９４

となります。種豚Ｂについても同様に計算すると、子豚の推定育種価は以下のようになりまし

た。

この推定結果から、Ａ、Ｂどちらの種豚を導入しても、期待どおりＥＭを大きく改良するこ

とができますが、より高い改良を望むのであれば、種豚Ｂの導入をおすすめします。

ただし、種豚Ｂを導入した場合、同時にBFを薄くする方向改良される点に注意し、農場に

おける繁殖、産肉各形質の改良目標を十分に考慮した導入を事前に検討することが大切です。

Ａ １

Ａ ２

ＢＦ ＥＭ ＤＧ

種 豚 Ａ ０．２０ ３．００ ９０．００

種 豚 Ｂ －０．２０ ４．５０ ４５．００

ＢＦ ＥＭ ＤＧ

№７×種豚Ａ －０．０６ ２．７１ ７７．９４

№７×種豚Ｂ －０．２６ ３．７２ ５５．４４
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Ｑ１５ 同じ種豚を利用しても後代の改良量が異なるのはなぜですか？

同じ雄豚を利用しても、交配相手の雌豚によって子豚の改良量は異な

ります。

評価値として返される育種価は、その個体の持つ遺伝的能力そのものを表しています。しか

し、実際の育種価は推定値ですから、必ずしもきっちりその半分が後代に伝わるわけではあり

ませんが、平均的には育種価の推定値の半分が後代に伝わります。そのため、父豚の育種価と

母豚の育種価の半分ずつを合計したものが、期待される子豚の育種価になります。

つまり、同じ雄豚を使っても、交配相手の雌豚によって子豚の改良量は異なってくるのです。

（Ｑ１２、１３の例をご覧ください）

実際の数字を使った改良量の例

Ａ １

父豚
母豚 子豚

ケースＡ

交 配
DG＋５０ｇ DG＋３０ｇ DG＋４ｇ

交

配

ケ
ー
ス
Ｂ

（５０＋３０）÷２＝４０

子豚

DG＋１５ｇ

（５０－２０）÷２＝１５
母豚

DG－２０ｇ

―２６―
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Ｑ１６ 評価値の信頼度は、どのような意味を持つのですか？また、信頼
度が高くても評価値が大きく変動することがあるのですか？

信頼度とは、形質ごとの育種価の確からしさを示しています。

信頼度は０～１の範囲で示し、信頼度が１に近いほど、その育種価がより正確であるといえ

ます。もし育種価が非常に高い種豚であっても、信頼度が低いほど、その種豚を利用しても期

待通りの成果が現れないおそれがあります。

同じ育種価の豚を利用する場合は、信頼度がより高い方の豚を選んで利用すると良いでしょ

う。

血縁関係のある種豚のデータ提供が増えることによって、全体の信頼

度は高くなります。

信頼度はデータの質については考慮されていないため、提出された

データが正しく測定されたものでない場合などは、信頼度が高くても

評価値が大きく変動することがあります。

Ａ １

Ａ ２

Ａ ３

育
種
価
は

同
じ
な
ん

だ
け
ど

信頼度が高い方がより安心�
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Ｑ１７ 遺伝的能力評価に登録の励行が求められるのはなぜですか？

血縁情報を利用して評価を行うのがアニマルモデルの大きな特徴であ

り、評価に必要な血縁情報は、登録された豚の血縁関係が基本になっ

ています。

血縁関係のある種豚のデータ提供が増えることによって、評価値の信頼度は高くなります。

（Ｑ１６の信頼度についてをご覧ください）

一方で、血縁関係が不明な個体は評価することができません。また、血縁関係に誤りがある

と、その個体だけでなく血縁を通じて他の豚の成績にも影響を及ぼすことがあり、評価全体の

信頼性が下がってしまいます。アニマルモデルの優れた特徴は、正確なより多くの血縁関係に

よって、最大限に引き出されます。

Ａ １

血
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Ｑ１８ より信頼ある評価成績を得るためには、検定記録を収集する現場
において、どのようなことを心がけておくべきですか？

なによりも「正確な記録」と「正しい血縁情報」の収集が大切です。

遺伝的能力の推定値である育種価は、コンピューターを使ってＢＬＵＰ法アニマルモデルに

より計算されます。このとき計算に使用する数字は、提供していただいた一つ一つの測定値と

血縁データです。

より正確な評価を実施するためには、コンピューターや評価技術の進歩と共に、それら一つ

ずつのデータが正確であることが大切なのです。

「正確な記録」の収集のために以下の点に注意してください。

それぞれの農場において測定値を取る際は、測定日や測定方法、数字の読み取りなどを間違

えないように、正しい測定を実施することが重要です。

「正しい血縁情報」を管理するために以下の点に注意してください。

血縁関係に誤りがあると、その個体だけでなく血縁を通じて他の豚の成績にも影響を及ぼす

ことがあり、評価全体の信頼性が下がってしまいます。そのため、農場での個体識別、精液の

管理、交配記録の整理などをきちんと行うことが大切です。

Ａ １

Ａ ２

Ａ ３

正確な判定と正しい報告を
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Ｑ１９ 悪い成績は提出せずに、良い成績のみを提出しても
よいのですか？

信頼度の高い能力評価を行うためには、多くのデータ（測定値、血縁

データ）が不可欠です。

これまでの能力検定では、ある個体の測定値からは、様々な環境の影響を含んだ、個体ごと

の成績しか判定することができませんでした。

しかし現在の遺伝的能力評価では、多くの測定データや血縁情報を用いることにより、より

正確な遺伝的能力の計算が可能になりました。

遺伝的能力評価においては、もし特定の良い成績だけを提出した場合、その農場の種豚間の

能力のバラつき具合いが正しく計算されなくなります。そのため、評価対象種豚の遺伝的能力

以外の環境の影響について、間違った計算結果が出てしまいます。その場合、本当に高い能力

を持っている種豚がいたとしても、逆に成績の悪い評価結果になったり、成績が良く出ても信

頼度の低い結果になったりして、結果的には農場全体の改良の効率が悪くなってしまいます。

農場の能力や種豚ごとの能力を正確に評価するためには、良い成績も悪い成績も、できるだ

け多くの所有豚のデータを提供していただくことが重要になります。

Ａ １

何
か
か
く
し
て

ま
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良い成長も悪い成長も報告しましょう�
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Ｑ２０ 測定データは１度だけ提供すればよいのですか？

農場の能力や種豚ごとの能力を正確に評価するためには、できるだけ

多くの所有豚のデータを繰り返し提供していただくことが重要になり

ます。

遺伝的能力評価で利用されるアニマルモデルでは、雌雄全個体間の血縁を評価に利用し、多

くの血縁情報を用いることにより、より正確な評価を実施しています。

農場の能力や種豚ごとの能力を正確に評価するためには、繁殖形質についても産肉形質につ

いても、なるべくたくさんの豚の成績を、継続して提出していただくことが大切です。

また繁殖形質については、２産以降の記録についても提供することによって、その個体自身

の成績と、血縁関係のある種豚の成績の信頼度がより高くなります。

Ａ １

できるだけ多くのデータを繰り返し提供してください

―３１―
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